
2024 年 4 月 12 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

今まで我流で行ってきた切り込み作業でしたが一覧表にしてもらい 視覚でわかるようになったので切り込みがしやすくなり

ました。

作業中はなかなか 筆談でコミュニケーションをとることが難しいのであのような作業ボードがあると作業が分かりやすかっ

た。また新しい 利用者が来たときにも わかりやすいのでいいのではないかと思いました 切り込み作業を覚えることによって

自宅での調理業務にも役に立っています。

・毎日反復した 作業を行うことによりスピード が上がった。 作業能力の向上がみ

られた

・同じ切り込み方でも 指導が必要な方と 一度で覚えることができる方とそうでな

い方がいる。視覚で判断できるように 一覧表などを作成して指導するとばらつきが

少なくなった。

【連携した結果に対する意見または評価】

美味しい食事を提供することにおいて 野菜の切り込みはとても重要なものです。 切り込み野菜や肉のカット一つで 料理の出来栄えが とても変わってきます 。 今後も

美味しい食事作りができるように料理の基礎である 切り込み業務を丁寧にお願いします。

【今後の連携強化に向けた課題】

調理士や栄養士とのコミュニケーションを密に取る ことが必要である。また、そのコミュニケーションをはかるタイミングも重要であり 月に一度だけの会議ではなく

普段からコミュニケーションを図りながら メニュー毎の切り込み方法の 変更等を行っていく。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ハッピーライフサポートセンター 事業所番号 	4017300338

利用者からの意見・評価

住　所 福岡県京都郡苅田町大字二崎132-1 管理者名 清川　敏

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 	0930-25-0732 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 苅田学園   永吉栄養士

＜活動場所＞

提携先：特別養護老人ホーム　いなみつ苑

＜実施日程＞

2023/4/1～2024/3/31　日曜日以外

＜実施した生産活動・施設外就労の概要＞

野菜の切込み作業・肉の切込み作業

＜利用者数＞

２名

・地域の福祉施設と連携を図り地域社会の活性化につなげる。

・地域就労の人材不足を補う。

・利用者の作業技術の向上及び働くことへの意識を高める。

様式２


